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侭
校
舎
の
物
色
と
古
城
の
瞥
察
署
跡
溌鮒城朧
事
務
所
の
設
定
務
所
を
設
け
た
。
第
一
節
假
校
舎
、
生
徒
募
集
、
入
學
試
業
、
入
學
式
、
職
員
生
徒
、
學
科
課
程
等
明
治
一
一
十
年
六
月
四
日
・
第
一
高
等
中
學
校
長
よ
り
本
校
校
長
に
任
命
せ
ら
れ
た
野
村
彦
四
郎
氏
は
、
同
月
九
日
付
、
文
部
省
宛
、
熊
本
赴
任
の
上
、
高
等
中
畢
校
第
五
屋
内
尋
常
中
學
校
巡
回
の
議
を
伺
出
で
、
九
日
更
に
、
會
計
出
張
員
文
部
麗
井
上
磯
太
郎
を
随
行
致
度
旨
を
伺
出
で
、
同
月
一
一
十
一
日
着
熊
、
（
辻
文
部
次
官
、
久
保
田
會
計
局
長
、
古
莊
第
一
高
等
中
學
校
長
宛
、
ユ
行
無
事
今
日
着
キ
肩
書
ノ
所
一
一
止
宿
ス
」
と
打
電
）
熊
本
市
櫻
井
町
十
七
番
地
内
國
通
運
會
肚
に
止
宿
し
、
七
月
十
三
日
を
以
て
、
同
所
に
假
事
而
し
て
本
校
は
、
新
築
落
成
ま
で
の
約
二
年
間
の
假
校
舎
を
、
何
虚
に
か
物
色
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
る
に
偶
坦
陸
軍
所
轄
の
古
城
に
於
け
る
熊
本
縣
警
察
署
が
、
常
今
北
警
察
署
所
在
の
地
た
る
南
千
反
畑
町
に
移
さ
れ
、
そ
の
跡
を
假
校
舎
に
見
出
し
た
こ
と
は
、
恂
に
此
上
も
な
い
仕
合
せ
な
こ
と
で
あ
る
。
由
来
古
城
は
、
古
昔
よ
り
加
藤
清
正
が
熊
本
城
を
築
造
す
る
ま
で
、
歴
代
の
居
城
に
徴
て
ら
れ
、
豐
臣
秀
吉
の
薩
摩
征
伐
の
途
次
に
も
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、
降
っ
て
明
治
の
初
年
に
は
、
熊
本
警
學
校
及
び
熊
本
洋
學
校
の
所
在
地
で
も
あ
っ
た
。
故
に
此
の
地
は
、
軍
に
熊
本
に
於
け
る
文
武
二
道
の
遺
跡
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
實
に
新
文
明
發
鮮
の
地
と
も
稲
し
得
る
塵
で
、
熊
木
馨
學
校
魔
校
の
後
は
、
熊
本
縣
警
察
署
が
置
か
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
第
二
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
欝
學
部
五
九
第
二
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
醫
學
部
－１
會
計
局
長
よ
り
の
通
牒
文
部
大
臣
宛
の
伺
香
熊
本
鋲
基
と
の
交
渉
上
衝
地
受
渡
之
手
続
相
濟
候
ハ
、
定
約
書
竝
一
一
繪
岡
面
相
派
へ
御
届
出
有
之
度
此
段
申
置
候
也
第
一
一
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
野
學
部
今
般
當
校
暇
開
校
可
致
付
テ
ハ
當
時
陸
軍
省
所
轄
元
熊
本
警
察
署
跡
ハ
校
舍
一
一
適
當
之
建
物
一
一
付
校
舎
建
物
出
来
マ
テ
借
用
之
儀
第
一
一
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
署
學
部
六
○
か
く
て
本
校
は
、
野
村
校
長
の
名
を
以
て
、
熊
本
鍾
愛
宛
借
用
の
交
渉
を
爲
し
た
が
、
八
月
三
十
日
、
長
井
監
督
部
長
よ
り
、
次
の
如
き
公
文
書
に
接
し
た
。
第
五
高
等
中
學
校
長
野
村
彦
四
郎
殿
是
に
於
て
野
村
校
長
は
、
九
月
九
日
付
を
以
て
、
森
文
部
大
臣
宛
、
次
の
如
き
伺
書
を
提
出
し
た
。
倉
庫ｅＡ
」Ｉ１ｉ‘
明
治
二
十
年
八
月
一
一
一
十
日
膣湯一大
講
堂
教
｜大
嵐
轍 鴇
部
敦
湯 間
１
１
１
￣
頤教 昨
畢
生
室
中
庭
貝
官
宅
回
歴
雲
’ ］１－－崖皇 牙）學長上古， 門
路 道
(藷豊薔搬） 回収見部内校學爵
其
筋
一
一
照
會
ヲ
途
ケ
候
虚
別
紙
富
之
通
差
支
無
之
旨
回
答
有
之
候
一
一
付
右
土
地
建
物
借
受
校
舎
」
一
相
充
候
様
仕
度
此
段
相
伺
候
也
猶
本
文
御
裁
可
之
上
者
熊
本
鎭
臺
経
理
部
卜
夫
を
約
定
可
取
計
此
段
併
而
相
伺
候
也
明
治
二
十
年
九
月
九
日
第
五
高
等
中
學
校
長
野
村
彦
四
郎
回
文
部
大
臣
子
爵
森
有
禮
殿
此
の
何
の
趣
は
、
九
月
十
四
日
付
を
以
て
、
間
届
の
旨
回
送
さ
れ
、
同
時
に
久
保
田
文
部
省
會
計
局
長
よ
り
、
野
村
校
長
宛
、
左
の
通
り
要
求
し
て
来
た
。
貴
校
假
リ
一
一
開
校
之
爲
陸
軍
省
所
轄
元
熊
本
警
察
署
跡
ヲ
熊
本
鎭
臺
ヨ
リ
御
借
用
相
成
度
儀
一
一
付
去
ル
九
日
付
御
伺
出
一
一
對
シ
本
日
指
令
相
成
候
一
一
付
熊
本
鎭
臺
へ
御
打
合
之
熊
本
鎭
臺
監
督
部
長
長
井
出
之
章
回
圖略城古の年初治明
貴
校
來
ル
九
月
ヨ
リ
暇
開
校
可
相
成
見
込
之
虚
校
舍
二
光
ツ
ペ
キ
適
當
ノ
家
屋
無
之
二
付
陸
軍
所
轄
之
熊
本
縣
警
察
署
跡
土
地
建
物
ト
モ
校
舎
建
築
迄
几
向
一
一
ヶ
年
間
御
借
用
相
成
度
旨
第
八
號
ヲ
以
テ
御
照
會
之
趣
了
承
右
者
御
貸
渡
可
致
候
條
要
用
之
際
〈
年
限
一
一
不
係
速
一
一
御
返
却
相
成
度
此
段
及
御
答
候
也
・
造
テ
御
貸
渡
中
破
損
ヶ
所
修
繕
及
建
物
保
存
方
等
〈
豫
〆
徴
陣
営
経
理
部
卜
御
約
定
置
相
成
度
此
段
爲
念
申
添
候
也
‐
ｉ
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０
０
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Ｉ 授業開始遅延の理由 九州各知事への通牒 噸騨鰄珊開校の準備 文部省會計局長久保田讓回第五高等中學校長野村彦四郎殿而して夫々の定約書も調ったので、十月一日を以ていよいよ同地に假事務所を移し、開校の準備にか餌つた。これより先、野村校長は、文部大臣宛、電信を以て當分假校舎ヲ當地一一開キ豫科三年各級ヲ置キ來ル九月中二授業ヲ始メタシ電シテ御指令ヲ乞うと願出でたのに對して、文部大臣よりは、九月一一十一日付にて「開校等ノ儀聞届ケタリ」との回答があり、又一方、沖繩を除く九州各縣知事宛、左の如き通牒を出した。本校假校含ヲ開キ豫科三年各級ヲ置キ來ル九月中二授業相始度旨文部大臣へ相伺候虚聞届之旨昨日指令相成候一一付御謬按ノ爲不取敢及御通牒候也０之等に就いて考へて見るに、本校は九月中に授業開始の豫定であったので、八月十七日付を以て、文部省會計局よりは、開校事務費一一百圓の支給もあったのに、十一月十四日、豫科三級合格者二十四名竝に假入學者六十一名に對して入學式を暴行したのは、入學考査に相當の日子を要したのと、十月四日付を以て、三百回の校舎修繕費、十月六日付を以て、避雷柱買入費が支給されてゐるやうに、修繕増設等の必要があったからである。而して第五高等中學校一覧（明治一一十年Ｉ同二十一年）第三章総則第二篠には、本校ノ學科ハ本科豫科二分チ本科ハ明治十九年文部省令第十六號高等中學校ノ學科及程度二擦り豫科ハ同年同とあり，更に第三條仁は，本科第一年後二入學セント欲スル者一一ハ尋常中學校第五年級以下豫科第一一一級一一入學セント欲スル者ニハ尋常中學校第二年級以下ノ學科及其程度一一依り學力試業及躰格検査ヲ受ケシムとあるやうに、豫科第三級の入墨試験程度は、尋常中學校第一一學年級以下の學科及程度に擦ること笏なってゐる。然るに文部省第十六年報（明治一一十一年分）にも、（前略）本年尋常中學校ノ卒業生ハ僅二一一百八十一名一一シテ猶ホ其ノ四分ノー一一足ラス蓋シ尋常中學校ノ卒業生ハ直二高等中學校ノ本科二入ルヲ得へキモノナレトモ現今ノ卒業生ハ共ノ學力未夕足ラスシテ直二本科一一入ル龍ハサルノミナラス其ノ溌科一一タモ猶ホ入ル一一榧へサルモノァリ現一一地方ノ卒業生一一就キテ之ヲ槻レハ共ノ豫第二章古城時代の本校と長崎盛學部 一ハーーー ノ又第四章學科課程第一催には、本科ノ課程ヲ一一學級二分チ豫科ノ課程ヲ一一一學級一一分チ各一塁年ヲ以テー學級ヲ経ハルとあり、第六章入墨在學退學規定第一一條には、入學ヲ許スペキ者ノ年齢ハ豫科第一一一級一一於テハ満十四年以上トシ同第一・一級一一於テ満十五年以上トス共他之一一準ズ 令第十四號尋常中學校第三年以上ノ學科及程度一一篠ル但當分ノ内豫科補充一一ケ級ヲ置キ明治十九年文部省令第十四號尋常中學校第二年級以下ノ學科及其程度一一綴し 明治廿年九月十四日 第二章古城時代の本校と長崎爵學部一ハーー
特別検定
入墨式畢
行
者に及
鐘假第
表入者
學竝
身魁検査
施行 科の入
目期學
日試
と業
鮎雌帆繍
生徒募集
の魔告
かくして十月六日、入墨試業委員心得、受駿人心得及び入墨志願者特別検定心得等を定め、十五日、入學志願
者を集めて試業中の準備等を示し。十八日より一一十四日まで一週間に亙り、倫理（人倫の要旨）、國語漢文（漢文
講讃・漠字交ｂ文書取・漢字交ｂ文作文）、第一外國語（讃方・和文英課・英文和課・書取・會話）、地理（日本
地理概略。亜細亜及欧羅巴の地理）、歴史（日本歴史の大意・萬國歴史の大意）、數學（普通程度の算術全部・一
次方程式経までの理論及應用代数術大意・理論及應用幾何學平面幾何大意Ｉ直線形圖及面積）、博物物理及化學
大意、習字１階行草書、圖誓Ｉ自在叢、鵠操Ｉ普通鵠操、但し入畢者の都合により兵式鵠操等の諸學科に就いて
考査を爲し、十月廿七日より一月五日まで十日間に、國語漢文、英語、數學、地耶につき、特に覆審精在を施し、
鵠操は特別検定の主意に基き、駈足早駈等の耐否呼吸の緩急等を試み、十一〃十日より十一一日まで一一一日間、受験
者百八名に對し、鵠質・溌重・身長・指極・力量・総器・脱力・辨色力・握力・肺量・胸園・上肢園岻醐帥州干
・下肢園献蝋朏朧船一・現今所思・別徴等につきて嚴密なる寵格検査を行った結果は、別表の通り一一十四名の及第
者と六十一名の假入學者を發表した。而して假入塁と云ふのは、試験成績は大艘に於て豫科三級入墨程度に該欝
するも、二一學科に短所あるに依り、將來数箇月間を期して之が補修を施し、漸次豫科第一一一級に編入せしめ得べ
き見込ある者である。かくて十一月十四日入學式に参列したのは、前記の通り豫科第一一一級生一一十四名と假入畢生
五十八名（外三名は鮮退）とであり、入學式暴行後引績含教授を開始したものである。
弦に附記して置き度いのは、特別検定及び人學試業科目及概則に開してである。特別検定とは、今回に限って
行はれたもので將來教養上の謬考に賛する蔦で入墨試業の及落には關係しないものであった。その項目には
第二章古城時代の本校と長崎爵學部
六五
一云乃
以上の例に徴しても明かなる如く、學力不充分のために、考査も規程通りに行ふわけにゆかす、随分骨の折れた
ことが察せられる。右に就いて生徒入墨概況申報を案ずるに、八月十一一一日を以て、生徒募集のことを官報共他各
種新聞紙に掲載し、八月廿日より九月廿日までに出願すべき旨を廣告し、熊本・大分・輻岡・佐賀。長崎・宮崎
鹿兒島の七縣學務課及尋常中學校にも共旨報道し、出願者に對しては、一同の通楡にては其實力を査定し難けれ
ば、普通試駿法の外、特に復習訓練等種狩の方法を混へ、數週間を期して礪審詳査を遂げ、實力を差別すべき見
込なるを以て？従来學習せし書籍等可成携辮の上、数週間滞在の積りにて出校致すべき旨を通示したのである。
とある如く、更に叉、第十四報（明治十九年分）至國教育總論に於て、
又五地方ノ生徒ヲ以テ之ヲ該部ノ人口一一比例スレハ人口百中ノ生徒（中略）僅二五名七分一一止リ他ノ地方部
ト相肩随セント欲セハ猶一名七八分ヲ増サ、ルヘカラス（中略）目下學事ノ振ハサル固ヨリ民力困弊二基ク
モノニシテ已二数年前其壯ヲ現シタレトモ統計諸數ノ減少ヲ見ルコト本年ノ如キハ未杁曾テァラサル所ナリ
六
四
第二章古城時代の本校と長崎蟹學部
科一一入ルヲ得ルモノハ十分ノー一一一一週キス云を
契同報高等中學校の篠にも、
（前略）第一高等中學校ヲ除クノ外ハ地方ノ生徒ニシテ直二豫科一一入ルヲ得へキモノ茜〃乏キヵ爲二別一一豫科補
充生ナルモノヲ置キ第一一一高等中學校ハ共ノ課程ヲ一年トシ共ノ他ハ之ヲ一一年トシ徴科一一入ルヘキノ地ヲナサシ
ムー玄を
|’ ’
千入
學
者
の
學
業
年
齢
入
學
試
業
科
目
及
概
且
更
に
第
一
級
の
試
業
に
應
ぜ
ね
ば
な
ら
す
。
豫
科
第
一
一
一
級
の
場
合
は
前
一
一
口
経
了
後
の
こ
と
で
、
漸
次
遮
進
し
て
數
同
の
應
試
を
爲
さ
し
め
る
こ
と
シ
し
、
且
、
補
充
科
第
一
一
級
に
於
て
は
、
之
を
二
期
に
分
ち
、
第
一
期
に
は
、
英
語
（
鐸
解
）
、
數
學
（
算
術
）
の
一
一
科
目
、
第
一
一
期
に
は
、
英
語
（
護
方
・
綴
字
・
書
取
・
習
字
）
、
倫
理
（
人
倫
道
徳
の
要
旨
）
、
國
語
漢
文
（
講
請
・
作
文
・
書
取
）
、
地
理
（
日
本
地
理
の
概
略
）
、
圖
薑
（
自
在
薑
）
の
五
科
目
、
第
三
期
に
は
、
歴
史
（
日
本
歴
史
の
概
略
）
、
理
科
（
初
歩
）
、
習
字
（
槽
行
書
）
、
魑
操
（
普
通
鵠
操
）
等
を
課
し
、
第
一
期
若
く
は
第
一
一
期
の
試
業
に
於
て
不
合
格
の
場
合
に
は
、
第
一
一
期
若
く
は
第
一
一
一
期
の
試
業
は
施
さ
な
い
こ
と
シ
し
た
。
又
補
充
科
第
一
級
に
於
て
も
之
を
二
期
に
分
ら
、
第
一
期
に
は
、
英
語
（
作
文
・
讓
解
）
、
數
學
（
算
術
）
の
二
科
目
、
第
一
一
期
に
は
、
英
語
（
護
方
・
綴
字
・
會
話
・
習
字
）
、
數
學
（
幾
何
）
、
倫
理
（
人
倫
道
徳
の
要
旨
）
、
國
語
漢
文
（
講
請
・
作
文
・
薑
取
）
、
地
理
（
日
本
地
理
の
概
略
）
、
圖
聲
（
自
在
鑿
）
の
六
科
目
、
第
一
一
一
期
に
は
、
歴
史
（
日
本
歴
史
の
概
略
）
、
博
物
（
普
通
動
植
物
及
金
石
）
、
習
字
（
槽
行
書
）
・
鵠
操
（
普
通
鼈
操
）
の
四
科
目
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
全
員
百
八
名
中
、
最
高
位
に
在
っ
た
熊
本
縣
人
六
十
四
名
は
、
尋
常
中
學
五
年
修
了
者
七
名
、
同
四
年
修
了
者
四
名
、
同
一
一
一
年
修
了
者
一
一
名
、
諸
種
一
一
一
名
合
計
十
六
名
の
及
第
者
と
、
四
年
修
了
者
五
名
、
｜
｜
｜
年
修
了
者
十
三
名
、
｜
一
年
修
了
者
十
八
名
、
諸
種
一
一
一
名
、
計
一
一
一
十
九
名
の
假
入
學
者
と
か
あ
り
、
落
第
者
は
、
四
年
修
了
者
一
名
、
｜
｜
｜
年
修
了
者
二
名
、
二
年
修
了
者
二
名
、
一
年
修
了
者
一
名
、
諸
種
、
｜
｜
一
名
計
九
名
で
、
百
分
比
は
、
及
第
者
一
一
五
％
、
假
入
學
者
六
○
・
九
％
、
落
第
者
一
四
％
で
あ
る
。
従
っ
て
及
第
者
中
に
は
、
五
年
卒
業
生
よ
り
三
年
修
了
者
ま
で
、
假
入
學
者
に
至
り
て
は
、
四
年
修
了
者
よ
り
二
年
修
了
者
ま
で
で
、
年
齢
の
差
も
別
表
に
示
す
如
く
、
十
六
歳
よ
り
一
一
十
一
一
歳
ま
で
で
あ
る
。
試
業
科
目
に
は
、
細
目
程
度
を
定
め
、
各
科
目
の
参
考
書
を
も
列
墨
し
て
あ
る
。 ilIllllililliliiilillliIiillllI11iii鱸iil次に街、参考の爲に、入學試業科目及概則に就いて
一
一
一
一
一
口
す
れ
ば
、
志
願
者
が
若
し
最
下
級
の
補
充
科
第
一
一
級
に
希
望
す
る
時
は
、
當
該
試
業
一
同
だ
け
で
濟
む
け
れ
ど
も
、
若
し
其
第
一
級
を
希
望
す
る
場
合
は
、
第
一
一
級
の
試
業
に
合
格
し
た
る
上
に
て
第
一
一
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
醤
學
部
第
二
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
爵
學
部
（日一十月十年二十和昭）てび偲を代時城古
(1)･氏固堅川村･氏安元水歴･氏吉緊本限･氏太典星赤･氏数冊且§牙長･氏枝幹森古（(〕よ右てつ向）
j受欺人良森崗(4)･摂政幸一田池(3)･氏三省藤後(2)･授激即女傑壁白(1)(4).(3)．(2)･氏松嵐山片.
「
學
校
ヨ
リ
示
シ
タ
ル
諸
件
忘
却
ス
ル
ナ
キ
ャ
否
ヤ
ニ
、
教
員
等
ヨ
リ
示
シ
グ
ル
必
要
携
帯
品
ヲ
忘
却
ス
ル
ナ
キ
ヤ
否
ヤ
｜
｜
「
履
物
丼
一
一
携
幣
品
ヲ
剛
雑
若
ク
ハ
取
違
ノ
矢
ナ
キ
ヤ
否
ヤ
四
、
壁
障
子
等
几
校
舎
修
繕
一
一
開
ス
ル
モ
ノ
ヲ
段
チ
若
ク
ハ
汚
涜
シ
又
ハ
樹
木
等
ヲ
設
傷
ス
ル
ノ
矢
ナ
キ
ャ
否
ャ
五
、
識
場
着
席
姿
勢
及
行
護
姿
勢
ノ
良
否
如
何
六
、
駈
足
早
駈
ノ
耐
否
遜
速
如
何
七
、
敬
禮
共
度
一
一
適
ス
ル
ャ
否
ャ
八
、
和
ス
ベ
キ
ー
ー
ハ
和
シ
同
ス
ペ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
ハ
同
セ
ザ
ル
ノ
思
考
氣
カ
ノ
欝
深
狸
弱
ノ
度
如
何
右
の
八
つ
が
墨
げ
ら
れ
て
ゐ
ろ
が
、
如
何
に
周
到
綿
霜
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
が
察
せ
ら
れ
る
。
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？
一
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ハ
六
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．
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．
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Ｉ
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ｉ
Ｉ
ｌ
０
１
ｉ
１
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１
Ｐ
ｉ
ｌ
Ｐ
ｈ
４
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｍ
畑
口
岩
石
■
峠
Ⅱ
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■
｜
■
Ⅵ
入學式徽
時
の
職
員
溌
科
補
充
生入學に
鯛
す
る
告
一不溌科三級
並に同補
航姓卿舳
業施行
教場増築
の
願
出
二十一年
末の生徒
数
六
八
第二章古城時代の本校と長崎署學部
入學式暴行欝時に於ける本校部職員は、野村校長、大橋幹事、出張會計員井上文部鴎の外、之を任命順に墨ぐ
れは、書記・水井孝一、傭園哲雄、教論理學士高須磁郎、助教諭秋山鰊太郎、教諭利根川浩、同輻井彦次郎、舎監
阪田秀魁、書記志水源吾、講師小川忠武、囑託川上親腎、同古賀富次郎、當分雇矢津伍彦の諸氏に過ぎなかっ
たが、衛生醤退職一等軍警奥村一隆、英語科助手余田司馬人、嘱託石井將之、同豫備役上等兵川野房吉の諸氏が
その年に加はｂ、翌一一十一年には、書記一一一浦造酒蔵、激論工學士中原淳藏、雇井田幸男、助手一幅島綱雄、雇町野
一情、教諭笠井直、同小出壽之太、同笠間盆一一一、同中川久知、囑託成冨信敬、助教諭前野關一郎、雇生駒新太郎、
外國教師英國人イーバル・クラミー、教諭西邨貞、同賀來熊次郎、嘱託永沼貫平、教諭前田元敏の諸氏が加ば
り、一一十一一年七月假移稗までに、書記肝属兼寛、嘱託今井伍郎、助教諭菅沼安隆の諸氏が加はって、各科の授業
り
、
二
十
二
年
七
月
循
移
鍼
も次第に充實して来た。
是より先文部省は、明治一一十年十一一月一一十八日、告示第十五號を以て、
高等中學校豫科生徒ノ員數不足ノ場合一一於テハ當分ノ内豫科補充生ヲ入學セシムルコトァルヘシ但其墨科及程
度ハ尋常中學校第一一年級若クハ第一一年級第一年年級ノ學科程度一一擦ルヘシ
と云ふ通牒を發したので、本校に於ては、翌一一十一年一月、生徒募集の廣告を出し、一一一月十九日より豫科第一一一級
の入學試業を施行し、その結果、豫科一一一級一一十一一名、補充一一級一一十九名を加へ、五月には、補充科志願者一一一百五
十四名中、同一級に九十一一名、同一一級に十六名を許可し、更に七月には、豫科一一級志願者十一一一名中、豫科一一一級一
名、補充一級一名を許可し、補充一一級出願者四十四名中、補充一級へ十九名を許可し、同一級出願者百四名中、
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．
'１
囲略付添願築櫓
十一一一名を許可しＤ九月には、出願者百七十名中、三名を豫科
三級へ、五名を補充一級へ、一一一十一一名を同一一級へ許可すると
云ふやうに．。次第に生徒の数を増し、又一方、二十年十一月
以降七十餘名の退學者もあったが、一一十一年十一一月末日には、
豫科一一級十五人、同一一一級八十一一一人、補充一級四十五人、同一一
級百十七人、合計一一百六十人に達し、内、熊本百七十三人、
幅岡一一十九人、大分十六人、佐賀十四人⑪長崎・鹿兒島各八
人、京都・宮崎各一一人、大阪・兵庫・山形・秋田・廣島・山
口・愛媛各一人の割になり、厘域外の入墨者も漸次増加して
来た。而して大小六教室を、補充一一年一組四十六人一教室、
豫科一一一級一一組十四人一一教室に充て、それに化學・書學の一一教
場だけでは、新募の補充一一年一一十五人、豫科一一一級一一十人の入
學を許すことになれば狹臘を訴へるので、二十一年八月十七
日付を以て、文部省宛、百一一十圓にて、縦入間横三間平家作
一教場の増築方を出願するに至った次第である。
監督部へ照會ノ件（明治一一十一年五月二十六日） Ｉ ｝●□且一’、ﾉし
Ｓ
成績蚊に
行舩に關
吋戯舳徒
生
徒
心
得
雛徒競勵
但學術部ハ教場着席順ヲ本トシ奇数偶数一一テ共隊ヲ定ム運動部ハー組内身長ヲ本トシ順次両分シ共隊ヲ定ム
第五條學術部ハ年凡ソ四回學術受持ノ教員ヨリ其時日及問題等ヲ豫定シ校長ノ裁ヲ受ヶ之ヲ施行ス
第六催運動部ハ年凡ソニ同龍操受持教員中一一於テ其時日及競争ノ種類等ヲ豫定シ校長ノ裁ヲ受ヶ之ヲ施行ス
第七催優劣採鮎ノ方法等ハ主任教員一一於テ別二定ムル所二懐ル
、
、
、
然るに、規則及示達に惇ｂ、若くは怠惰不行状については、その輕重に依って行状黙を減じ、或は停學を命
じ、或は除名を爲したのであるが、勤惰に依る除名を受くべき者は、三箇月以上引績豈妖課する者及び出席の数
一一一箇月間僅に数回に止まる着、出席甚だ常ならざる看、－學期間停學虚分を受くること－一同に及ぶ者、一一學年を
超ゆろも尚同級に止まる者等であるが、成績に依る除名は、総平均五十已上六十未満にして、三課目以上四十未
満の者、總平均四十已上五十未満にして、五十未満二課目以上の者、総平均四十未満にして、四十未満一課目以
上の者等である。（落第は総平均六十以上にして、五十未満｜課目、四十已上五十未満一一課目、五十已上六十未
満三課目以上、総平均五十巳上六十未満にして、一課目或は一一課目六十未満、四十已上六十未満三課目以上、綿
平均四十巳上五十未満にして、五十未満一課目〕
生徒心得としては、第二章第一節に掲げた七項に、
第八項職員二對シテハ勿論懲校ノ生徒ハ互二敬禮ヲ行フベキ事
第九項公事ノ示達及報告等ハ掲示スベキ一一付キ時々掲示場二就キ一覧スベキ事
第十項授業ナキ時間一一ハ教場一一入ルペカラザル事
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七一
當時入學の期は、學年の姑九月と定められてはゐるが、前述の如く、時宜に依って臨時入墨を許し、豫科第三
級は満十四年以上、同年二級は満十五年以上、其他之に準じ、本科第一年級には尋常中學第五年級以下、豫科第
三級には尋常中學校第二年級以下の學科及其程度に依って、學力考査と鵠格検査とを施し、本科第二年級若くは
豫科第一一級以上に入學せんと欲せば、本科第一年級若くは豫科第三級に入るべき考査と検査を経たる上にて、所定
諸科目の試業を受けねばならなかったが、他の高等中學校生徒も、該校長の證明によって縛學を許したのである。
而して明治一一十一年二月には、生徒競勵會なるものを左の如く定めた。
第
一
條
競
勵
會
ヲ
分
ツ
テ
學
術
部
運
動
部
ノ
ー
種
ト
ス
第二條學術部ハ廣ク學科一一捗り種々問題ヲ護シ其熟否及思考推究等凡ソ能力護達ノ度を批評スルモノトス
第三條運動部ハ生兵學器械鵠操等熟否及諸戸外運動印チ飛走等凡ソ身鰐練磨ノ度ヲ批評スルモノトス
第四條學術部運動部共に之ヲ競争セシムルーーハ決シテ一人一己ヲ以テセス各組生徒ヲ二分シ紅白一一除二分テ
隊ト隊トノ競勵ヲ爲サシムルモノトス
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，
七
○
當校生徒漸次増員ノ爲〆教場狭院一一付別紙略圖朱線ノ通建増致度右ハ御差支無之候哉何分ノ御報煩シ度此段及
御
照
會
候
也
年
第六師團監督
部
長
宛
月
日
校
長
名
一部二部
三部の分
科 生徒姿勢
標
準
（第五項歩行ノ姿勢）｜几ソ枝ノ内外ヲ問ハス歩行ノ節ハ霞操科一一於ケル行進ノ姿勢ヲナス
而して右の標準は、明治二十一年九月十五日の官報にあるだけで、學校には遣ってゐないので、どの程度で何
時まで賞行されたかは不明である。
然るに文部省に於ては、二十一年七月六日、省令第四號を以て、高等中學校の學科を、一部（法科。文科）｜｜
部（工科・理科）三部（醤科）に分ち、各生徒をして其の一つを修めしめることとし、且明治十九年七月制定の
畢科中、理財學の次に法畢通論を加へたのであるが、當時三部を置いてあるのは、第一高等中學校だけで、本校
の如きは、同年十一一月一一十八日に至って漸く規則が定められ、未だ本科生は居らす、従って部の厘別も無かった
くらゐであるが、左に本科及び豫科の各學科課程表を掲げて置く。
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等の五項目を補足してある。
又一面に於ては、生徒姿勢標準なるものを定め、着席、着席持書、起立持書、筆記、歩行の五項目に分ちて、
夫々深切なる標準を示してゐるばかりでなく、堂冷と官報にまで發表してゐる。
第五高等中學校生徒姿勢標準
一本校生徒ハ慨ネ左ノ標準一一則り常一一其姿勢ヲ正クスルコトヲ勉ムヘシ
但シ學科ノ都合ニョリ特一一教師ヨリ命シクル姿勢ハ此限一一アラス
（第一項着席ノ姿勢）｜直坐若クハ艦ヲ少シク前後一一傾クルトキト錐後頭結節ト薦骨トー直線ヲ爲スＬ－腰
ノ下部ヲ前一一出シ謄下二氣力ヲ充タス」一眼ハ必要ノ所ヲ直覗ス」｜両手ノ掌ヲ下一一向ヶ股上一一置ク」｜脊
骨ヲ仲ハシ肩骨ヲ後一一開ク
（第一一項着席持書ノ姿勢）一雨前腎ノ半ヲ机上一一戴セ両手ニテ保チ其下部ヲ机面一一托ス
但シ場合一一ヨリテ片手ハ書籍ヲ保チ片チハ股上一一置クヵ又ハ片手ニテ書籍ヲ保チ片手一一テ筆記スルコトハ国
ヨリ妨ナシ」一書籍ノ背面卜机ノ面トハ一一一十度乃至四十度ノ角ヲ爲ス」一鼈ヲ少シク前方一一傾ヶ書籍ノ面卜
眼トノ距離ヲ凡ソ一尺一一一寸内外トス但シ肩ヲ前一一傾クヘカラス」｜右ノ外ハ縮テ第一項一一同シ
（第一一一項起立持書ノ姿勢）一雨千一一テ書籍ノ程好キ部分ヲ保チ其下端ヲ凡ソ乳ノ邊ト水平ニス」一書籍ノ背面
ト机ノ面トハ凡ソ六十度ノ角度ヲ爲ス」一書籍ノ面ト眼トノ距離ハ凡ソ一尺三寸内外トス但シ光線等ノ都合
ニョリ少シク書籍ヲ左方ヌハ右カニ寄スルモ可ナリ」
（第四項筆記ノ姿勢）但シ作文圖書書取數學ノ運算等ハ縮テ此項一一鴎ス」｜左手ヲ机上一一出シ紙ヲ押１但シ事
宜ニョリ押エサルモ妨ケナシ」｜右ノ前臂ハ輕ク机上一一托シ若クーハ全ク机上一一托セサルカ又ハ右ノ手頚ヲ左
手ノ甲二托スルモ妨ケナシ」一篭ヲ少シク前方一一傾ケ服ト紙面トノ距離ヲ凡ソ一尺一一寸内外トス」｜右ノ外
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紀元節奉
覗文
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宛
の報告
本年紀元節遥拝祀賀ノ實況別紙之通二有之候間乍延引供一覧候也
但未ダ深ク當校ノ薫陶ヲ経ザル生徒一一テ遥拝格禮姿勢共他祇文等ノ際種カノ風致ヲ呈シ將來ノ爲〆大上一一参
考ニモ相成り畢校ノ便盆ヲ當日一一・得ル多存有之候
と冒頭して、實況を詳細に報告してゐる。即ち當日の遥拝式は、豫め器械鵠操場の東部朧嵐に榊壇を設け、共下
に几卓を列べて冷酒干肴を置き、午前九時、生徒一同は遥拝場に、校長教員役員は朧虚に夫々整列、次に来賓一
同整列、祭司榊鰹を供し祇詞を期讃し、次に校長教員役員生徒の順を以て拝賀を了へたる後、賓主一同、宴場に
整列して冷酒一順し了ろや、校長進み出でて生徒に對し、榊租の功徳遺澤を銘記して、忠君愛國の念を矢はざら
むことを期すべき旨を述べ、
明治一一十一年一一月十一日は、八十餘名の本校生徒として、始めて迎へた紀元節であった。入學以來僅に一一一月に
過ぎなかったとは云へ、恂に感激と意氣そのものの現れであったことが、次の引用文に能く見えてゐる。即ち野
村校長は文部省宛、
特――此第五高等中學校ノ諸氏ハ、他日校ヲ出ルノ後ハ、杜會ノ表面一一立チ中等以上ノ人物グル可レバ、忠君ノ
念慮ハ、猶一層深ク且シ大ナラザルヲ得ズ。諸君、屹度之ヲ鵠シ、充分勉魍セザル可ラズ。然しｒ毛之ヲ鵠ス
ルーーーッノ深ク戒ム可キモノアリ。何ゾャ、則チ諸子ノ腸中ヨリ卑屈病ヲ脱却スル事ナリ。荷モ此病ニシテ人
心二浸染スルニ至ラバ、之ヲ大ニシテハ君一一議スノ忠心モ爲二厘倒セラレ、國二報ズルノ義務モ爲メニ挫折セ
ラレ、之ヲ小ニシテハ活溌ナル勉握モ出来ズ、従テ進歩モ亦邇カルペシ。則チ后來ノ立身ハ勿論、本校ノ卒業
第二章古城時代の本校と長崎爵學部
八
七
第二章古城時代の本校と長崎爵學部
八
六
第九條入學々力試業一一合格シタル者ハ溌格検査ヲ受ケシム
第十催入學を力試業竝一一艘格検査一一合格シクル者募集定員二超ユルトキハ先シ本校設置厘域内ノ生徒ヨリ操
リテ弐一一他厘域ノ生徒一一及ホス者トス
第十一條本校豫備乃學校ヨリ之一一關スル定規一一從上届出テクル生徒ハ第六催不合格ノ項二賞ルモ左ノ方法一一
依り調査シテ不合格ノ學科ノ再試業ヲ砿シ共結果鮎數ヲ第六條二適用ス
第一豫備ノ學科ヲ教授スル學校ヨリ届出テタル生徒ノ中各科目一一付キ合格黙ヲ得リル生徒ノ数ヲ該學校該
第一一豫備學校ヨリ丙號雛形一一依り差出シタル届書中各科目二付キ別々一一黙數ノ順序二從上数へクル生徒ノ
順番数ヲ其科目一一於ケル共生徒ノ豫備學校ノ順番數卜云う尤モ同黙ヲ有スル生徒一一名以上アルトキハ其各
生徒ノ順番数ハ之卜同黙ヲ有スル他生徒ヲ皆之ヨリ大ナル黙數ヲ有スルモノト見微シテ数へクルモノトス
第一一一再試業ヲ砿スヘキ生徒ハ不合格ノ科目一一付キ共生徒ノ豫備學校ノ順番數皆該學校該科目ノ合格人員ヨ
リ小ナルヵ又ハ等シキ者二限ル
第四該生徒豫備ノ學校修業中ノ履歴一一依り再試業ヲ苑サ、ルコトアルヘシ
學科ノ合格人員卜云う
第二節紀元節奉覗式。入學式等に現れたる校風の樹立
…
（明治一一十一年七月三日官報）
